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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡便な構造で組み立て分解ができる簡便性およ
び組立分解容易性と、風雨等の外界の影響から防護する
防護性を兼ね備えた簡易組立型火屋を提供する。
【解決手段】紙素材の火袋を照明投影面として用いる火
屋において、上面と底面に開口を持ち上面よりも底面の
方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせた紙素材の火
袋である火屋外体１０と、上面と底面に開口を持ち上面
よりも底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせ
た透明素材により形成した火屋中体２０と、上面に開口
を持つ透明素材により形成し内部に燃焼照明体を納める
火屋内体３０とを備えている。火屋中体２０の側壁の外
周面形状と火屋外体１０の側壁の内周面形状は略同一と
なっている。組み立て時は火屋内体３０に対して火屋中
体２０を上から被せて火屋内体３０を内部に収納し、次
に、火屋中体２０に対して火屋外体１０を上から被せて
外装させて簡便に組み立てる。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　紙素材の火袋を照明投影面として用いる火屋において、
　上面と底面に開口を持つ紙素材の火袋である火屋外体と、
　上面と底面に開口を持つ透明素材により形成した火屋中体と、
　上面に開口を持つ透明素材により形成し内部に燃焼照明体を納める火屋内体とを備え、
　前記火屋外体の前記上面よりも前記底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせ、
　前記火屋中体の前記上面よりも前記底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせ、
　前記火屋中体の側壁の外周面形状を前記火屋外体の側壁の内周面形状を略同一とし、
　前記火屋内体に対して前記火屋中体を上から被せることにより前記火屋内体を前記火屋
中体の内部に収納し、
　前記火屋中体に対して前記火屋外体を上から被せることにより外装させた簡易組立型火
屋。
【請求項２】
　前記火屋内体を前記火屋中体の中に収納した状態において、前記火屋内体の前記上面が
位置する高さにて、前記火屋内体の前記上縁の外径よりも前記火屋中体の内径が大きく両
者間に空隙が設けられ、前記火屋内体の周囲に空気の流れが生じやすいようにせしめた請
求項１に記載の簡易組立型火屋。
【請求項３】
　前記火屋内体の底面の外周縁の一点とその対角線上にある前記火屋内体の上面の外周縁
の一点との距離を、前記火屋中体の前記底面開口の径より大きくし、前記火屋中体が前記
底面の外周の一点を支点として傾いても前記火屋内体が前記火屋中体の前記底面開口から
抜け出ないものとせしめたことを特徴とした請求項１または２に記載の簡易組立型火屋。
【請求項４】
　前記火屋外体の外表面に描画材を施すことにより前記照明投影面上に濃淡を付けて装飾
を可能としたことを特徴とした請求項１から３のいずれか１項に記載の簡易組立型火屋。
【請求項５】
　前記火屋外体の外表面に描画孔を穿つことにより前記照明投影面上に濃淡を付けて装飾
を可能としたことを特徴とした請求項１から３のいずれか１項に記載の簡易組立型火屋。
【請求項６】
　前記火屋外体を描画材を施した筒体で囲むことにより前記照明投影面上に濃淡を付けて
装飾を可能としたことを特徴とした請求項１から３のいずれか１項に記載の簡易組立型火
屋。
【請求項７】
　前記火屋外体を描画孔を穿った筒体で囲むことにより前記照明投影面上に濃淡を付けて
装飾を可能としたことを特徴とした請求項１から３のいずれか１項に記載の簡易組立型火
屋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ろうそく等の燃焼型照明の炎を用い、紙素材の火袋を照明投影面として用い
る火屋の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、キャンドルなどを多数並べてその灯りを楽しむというイベントが屋外で開催され
る機会が増えてきている。当該イベントが屋外で開催される場合、風と雨の影響を考慮し
なければならない。風が吹けばキャンドルの炎が吹き消えてしまうおそれがあり、雨が降
れば多数のキャンドルの炎が一時に消えてしまうという問題が発生する。そのため何らか
の火屋を用いることが必須となってくる。
　また、当該イベントの中には、単にキャンドルの炎の光をそのまま点光源として見せる
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のではなく、火屋を、行灯、提灯、ぼんぼりなどのように和紙等の紙素材で火袋を形成せ
しめた火屋とし、内部のろうそく等の照明光を火袋で一旦受けとめ、当該照明光を適度に
拡散させることにより火袋を照明投影面として用いて、立体光源物として見せるものがあ
る。和紙等の紙素材の火袋は一般に燃えやすく、軽く、柔らかいものであった。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－４２５２２号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の和紙等の紙素材の火袋のみの構成の火屋であると、紙素材の火袋は軽く
柔らかいため、火袋が風で吹き飛んでしまったり、外界からのちょっとした力を受けると
つぶれてしまったりするおそれがあるという問題がある。また紙素材は軽いので、風など
で火袋が傾いたりすることにより内部のろうそく等の火が火袋に燃え移って焼けてしまう
ことがしばしばある。そのため従来の提灯や行灯やぼんぼりなどでは竹や木によりフレー
ムを設けて、形状の安定性、風に対する重り代わりとしている。ランプでは金属製のフレ
ームが使われている。しかし、竹や木や金属でフレームを造作することは加工に手間がか
かりコストが高くなってしまう。さらにイベントに用いるキャンドルや火屋などは屋外に
長時間使用・放置するので最後には汚れて傷んでしまうために使い切りになるケースが多
く、使い回しもできないため、竹や木でフレームを設けるとコストが高くなることは問題
である。
【０００５】
　また、屋外に多数のキャンドルを配置するイベントでは、一度に数百個、ケースによっ
ては数千個のキャンドルを点灯させるため、複雑な構造のものや設置に手間がかかるもの
であれば多人数の作業者が必要となるためコスト高を招いてしまい、また会場の利用時間
の制限もあるため準備時間が十分に取れない場合もありえるという問題がある。また、イ
ベントが終わって撤収する際も同じであり、作業者の人手や分解・撤去の時間の制約があ
る。
【０００６】
　本考案は、上記従来の問題点に鑑み案出されたものであって、簡便な構造で組み立て分
解ができる簡便性および組立分解容易性と、キャンドルの炎を用いた照明投影面とする紙
素材の火袋を用いつつも類焼のおそれがない防火性と風雨や外力という外界からの影響か
ら防護する防護性とを兼ね備えた簡易組立型火屋を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本考案の簡易組立型火屋は、
　紙素材の火袋を照明投影面として用いる火屋であって、
　上面と底面に開口を持つ紙素材の火袋である火屋外体と、
　上面と底面に開口を持つ透明素材により形成した火屋中体と、
　上面に開口を持つ透明素材により形成し内部に燃焼照明体を納める火屋内体とを備え、
　前記火屋外体の前記上面よりも前記底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせ、
　前記火屋中体の前記上面よりも前記底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持たせ、
　前記火屋中体の側壁の外周面形状を前記火屋外体の側壁の内周面形状を略同一とし、
　前記火屋内体に対して前記火屋中体を上から被せることにより前記火屋内体を前記火屋
中体の内部に収納し、
　前記火屋中体に対して前記火屋外体を上から被せることにより外装させたものである。
【０００８】
　上記構成により本考案の簡易組立型火屋は、火屋内体、火屋中体、火屋外体の順に上か
ら次々と被せ載せるのみで簡単に組み立てることができ、上に引き抜くことにより簡単に
分解することができる。一個当たりの組み立て・分解時間が極めて短く、多数個を用いる
場合でも対応が可能となる。
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【０００９】
　火屋中体および火屋外体とも、上面よりも底面の方を大きくして側壁の稜線に傾きを持
たせるとともに火屋中体の側壁の外周面形状を火屋外体の側壁の内周面形状を略同一とし
た工夫を施しているため、上から単に被せ載せるのみで火屋中体と火屋外体が容易に密着
し合う構造とすることができる。
　ここで、火屋中体の役割は、紙素材で軽く柔らかい火屋外体に対してしっかりとした構
造的強度と、ある程度の重しとしての安定性と、ある程度の防火性を与えるものである。
【００１０】
　ここで、上記構成において、前記火屋内体を前記火屋中体の中に収納した状態で、前記
火屋内体の前記上面が位置する高さにて、前記火屋内体の前記上縁の外径よりも前記火屋
中体の内径が大きく両者間に空隙が設けられ、前記火屋内体の周囲に空気の流れが生じや
すいようにせしめることが好ましい。
　上記構成により、空気の流れを制御し、火屋の内部の燃焼型照明の持続を可能とするこ
とができる。
【００１１】
　次に、上記構成において、前記火屋内体の底面の外周縁の一点とその対角線上にある前
記火屋内体の上面の外周縁の一点との距離を、前記火屋中体の前記底面開口の径より大き
くし、前記火屋中体が前記底面の外周の一点を支点として傾いても前記火屋内体が前記火
屋中体の前記底面開口から抜け出ないものとすることが好ましい。
　上記構成により、強風で火屋中体と外装している火屋外体が一体に底面の外周の一点を
支点として大きく傾くことがあっても、火屋内体が火屋中体の底面開口から抜け出ないの
で火屋内体により引っ掛かるようになり、火屋中体と外装している火屋外体が吹き飛ばさ
れることがなくなる。
【００１２】
　なお、前記火屋外体の外表面に描画材を施すことにより前記照明投影面上に濃淡を付け
ることにより装飾を施すことが可能となる。例えば、描画材の施用として、墨や絵の具な
どの塗料を塗布したり、ビーズやガラス玉などの小物を貼り付けたり、貼り絵などの紙を
貼り付けたりすることが挙げられる。例えば、紙製の火屋外体に文字や絵柄などを墨や絵
の具等の塗料で描くことにより照明投影面上に当該文字や絵柄を浮かび上がらせることが
でき、紙製の火屋外体の外表面に貼り絵を貼り付ければ貼り絵の輪郭が強調され、照明投
影面上に当該貼り絵の図柄を浮かび上がらせることができる。
　また、前記火屋外体を描画材を施した筒体で囲むことにより前記照明投影面上に濃淡を
付けて装飾を施すことも可能である。
【００１３】
　また、前記火屋外体の外表面に描画孔を穿つことにより前記照明投影面上に濃淡を付け
ることにより装飾を施すことが可能となる。描画孔として文字や絵柄などの形に切り抜く
ことにより火屋外体の外表面に施用することなどがある。例えば、紙製の火屋外体に文字
や絵柄などを切り抜くことにより照明投影面上に当該文字や絵柄を浮かび上がらせること
ができる。
　また、前記火屋外体を描画孔を穿った筒体で囲むことにより前記照明投影面上に濃淡を
付けて装飾を施すことも可能となる。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案の簡易組立型火屋によれば、簡便な構造で組み立て分解ができる簡便性および組
立分解容易性と、キャンドルの炎を用いた照明投影面とする紙素材の火袋を用いつつも類
焼のおそれがない防火性と風雨や外力という外界からの影響から防護する防護性とを兼ね
備えたものとなる。
　また、本考案の簡易組立型火屋によれば、簡便な構造で火屋外体に描画材を施用したり
描画孔を穿ったりして装飾的効果を与えることできる。
　また、本考案の簡易組立型火屋によれば、簡便な構造で火屋の周囲に描画材を施用した
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り描画孔を穿ったりした筒体で囲むことにより装飾的効果を与えることできる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しつつ、本考案の簡易組立型火屋の実施形態を説明する。ただし、本
考案の技術的範囲は以下の実施形態に示した具体的な用途や形状・寸法などには限定され
ない。
【実施例１】
【００１６】
　実施例１として本考案の簡易組立型火屋１００の構成例を示す。
　図１は、本考案の簡易組立型火屋の構成例を示す（ａ）正面図と（ｂ）平面図と（ｃ）
平面図におけるＡ―Ａ断面をとった断面図を模式的に示した図である。なお、（ｃ）の断
面図において肉厚の図示は省略している。
【００１７】
　図１に示すように、簡易組立型火屋１００は、火屋外体１０、火屋中体２０、火屋内体
３０を備えた構造となっている。なお、図中にはキャンドル４０が併せて示されている。
また、図中にはプレート５０が示されているが、簡易組立型火屋１００の必須構成要素で
はなく、任意に取り付けても良いものである。
【００１８】
　図２は火屋外体１０を取り出して示した図である。
　図２に示すように、火屋外体１０は、紙素材の火袋であり、上面には上面開口１２、底
面には底面開口１４を持ち、側壁１５が紙素材となっている。火屋外体１０では上面の全
面が上面開口１２となっており、底面の全面が底面開口１４となっている。上面よりも底
面１２の方が大きくなっており、側壁１５は上側に行くほど細くなっており、側壁１５の
稜線に傾きを持たせた構造となっている。
【００１９】
　ここで、火屋外体１０は、紙素材の火袋であり、後述する内部の燃焼型照明体からの光
を一旦受け止めて拡散する照明投影面としての役割を持っている。紙素材も多様なものを
適用することができ、和紙、クラフト紙や、模様付の色紙なども可能である。
【００２０】
　次に、図３は火屋中体２０を取り出して示した図である。
　図３に示すように、火屋中体２０は、透明素材により形成した構造物であり、上面には
上面板２１、上面開口２２、底面には底面開口２４を持ち、側壁２５が透明素材となって
いる。例えば、プラスチック素材となっている。火屋中体２０では上面の一部が穿たれて
上面開口２２が設けられており、底面は全面が底面開口２４となっている。上面よりも底
面の方が大きくなっており、側壁２５は上側に行くほど細くなっており、側壁２５の稜線
に傾きを持たせた構造となっている。
【００２１】
　なお、この例では上面開口２２は少し複雑な形状に穿たれており、中央に上面開口２２
ａがあり、その周囲に上面板２１ａが透明素材のドーナツ状のものがあり、その周囲にさ
らに上面開口２２ｂと上面開口２２ｃが穿たれている。なお、ドーナツ状の上面板２１ａ
が支持されるように橋梁部分２１ｂおよび橋梁部分２１ｃが設けられている。
【００２２】
　また、火屋外体１０の側壁の内周面形状と火屋中体２０の側壁の外周面形状とが略同一
となっている。そのため、火屋中体２０に対して火屋外体１０を上から被せることにより
簡単に外装させることができる。つまり、火屋外体１０の上面よりも火屋中体２０の底面
開口２４が大きいのでそのまま上から被せることができる。また、火屋外体１０の上面開
口１２と火屋中体２０の上面２１が同じ大きさとなっており、さらに、火屋中体２０は上
面から下方に向かうほど徐々に径が大きくなっているため、火屋外体１０の上面は火屋中
体２０の上面２１より下方向に抜けることはない。
　以上より図１に示すように、火屋外体１０を上から単に火屋中体に被せ載せるのみで火
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屋中体２０と火屋外体１０が容易に密着し合う構造となる。
【００２３】
　次に、図４は火屋内体３０を取り出して示した図である。
　図４に示すように、火屋内体３０は、透明素材により形成した構造物であり、上面に上
面開口３２を持ち、内部に燃焼照明体を納めるものである。底面３３には開口は設けられ
ていない。つまり、この例では寸胴のカップ型となっている。例えば、ガラス製の肉厚の
寸胴形状のカップなどで良い。
【００２４】
　次に、図５はプレート５０を取り出して示した図である。
　図５に示すようにプレートは肉厚の四角のプレートであり、耐火性に優れた素材、例え
ば、瓦材、木材などが好ましい。
【００２５】
　図６は、本考案の簡易組立型火屋１００の各構成要素を組み立てる組み立て手順を模式
的に示した図である。
　本考案の簡易組立型火屋１００の組み立て手順は極めて簡単である。まず、図６（ａ）
に示すように、プレート５０の上に載せ置いた火屋内体３０の中に燃焼型照明体であるキ
ャンドル４０を入れる。次に、上から火屋中体２０を単純に被せてゆく。火屋中体２０に
は大きく底面開口２４が開いているのでそのまま火屋内体３０およびキャンドル４０が内
部に収まり、火屋中体２０の底面がプレート５０の上面に接する。
【００２６】
　次に、図６（ｂ）に示すように、図６（ａ）の状態に対して上から火屋外体１０を単純
に被せてゆく。火屋外体１０には大きく底面開口２４が開いているのでそのまま火屋中体
２０が内部に収まる。ここで火屋中体２０の外周壁面と火屋外体１０の内周壁面が略同一
形状であるため、火屋外体１０を上から単に火屋中体に被せ載せるのみで火屋中体２０と
火屋外体１０が容易に密着し合って係止する構造となる。
【００２７】
　以上が本考案の簡易組立型火屋１００の各構成要素を組み立てる組み立て手順である。
なお、分解手順は図６の手順を逆にすれば良く、分解手順の極めて簡単である。このよう
に、本考案の簡易組立型火屋１００では、簡便な構造で組み立て分解ができる簡便性およ
び組立分解容易性が確保されている。
【００２８】
　次に、本考案の簡易組立型火屋１００における、火屋外体１０、火屋中体２０、火屋内
体３０の３者の関係の工夫について説明する。
【００２９】
　まず、火屋中体２０と火屋内体３０の間の空隙を設けることにより簡易組立型火屋１０
０内部の空気の流れを制御し、キャンドルなどの燃焼型照明体の持続を容易とした工夫で
ある。
【００３０】
　図７は、簡易組立型火屋１００の縦断面にて、火屋外体１０、火屋中体２０、火屋内体
３０の関係を模式的に示した図である。図７では火屋内体３０の内部に燃焼型照明体とし
てキャンドル４０が示されている。
【００３１】
　図７に示すように、火屋内体３０を火屋中体２０の中に収納した状態において、火屋内
体３０の上面が位置する高さにて、火屋内体３０の上面開口３２の上縁の外径よりも火屋
中体２０の内径が大きく両者間に空隙が設けられた構造となっている。このように空隙が
設けられていると、底面付近から上方にかけて火屋内体３０の周囲に空気の流れが生じや
すいものとなっている。
【００３２】
　次に、この構成例では火屋内体３０の高さにおいても工夫が施されている。
　図８は、簡易組立型火屋１００の縦断面にて、火屋内体３０の大きさと火屋中体２０の
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底面開口２４との関係を模式的に示す図である。
【００３３】
　図８に示すように、この構成例では、火屋内体３０の底面の外周縁の一点３６とその対
角線上にある火屋内体の上面の外周縁の一点３７との距離Ａを、火屋中体２０の底面開口
２４の径Ｂより大きくしている工夫を施している。
【００３４】
　つまり、火屋中体２０が底面の外周の一点２６を支点として傾いても火屋内体３０にお
ける距離Ａの方が火屋中体２０の底面開口２４の径Ｂより大きいため、物理的に火屋中体
２０の底面開口２４から抜け出ないものとなっている。つまり、強い風が吹いて火屋外体
１０が外装された火屋中体２０全体が傾いた場合、火屋中体２０が、例えば底面２３の外
周の一点２６を支点として傾くが、火屋内体３０の上縁の一点３７が火屋中体２０の内周
壁に当たり、それ以上傾かないようになっている。
【００３５】
　もっとも、火屋内体３０も傾くほどの強風であれば、簡易組立型火屋１００全体が傾い
て倒れてしまう。そこで、火屋内体３０は肉厚のガラス素材などとし、ある程度の重さを
備えたものであることが好ましい。
【００３６】
　以上、実施例１にかかる本考案の簡易組立型火屋１００によれば、簡便な構造で組み立
て分解ができる簡便性および組立分解容易性と、キャンドル４０の炎を用いた照明投影面
とする紙素材の火袋を用いつつも類焼のおそれがない防火性と風雨や外力という外界から
の影響から防護する防護性とを兼ね備えたものとなる。
【実施例２】
【００３７】
　実施例２は、本考案の簡易組立型火屋の簡易組立型火屋１００ａの火屋外体１０の外表
面に照明投影面上に濃淡を付ける工夫を施した例である。
　濃淡を付ける工夫としては、例えば、墨や絵の具などの描画材１６を塗布するもの、紙
等を切って形どった貼り絵１７を貼り付けるもの、紙を切り抜いた描画孔１８を開けたも
のなど多様なものなどがある。
【００３８】
　図９および図１０は、実施例２にかかる簡易組立型火屋１００ａの構成例を示す図であ
る。
　図９（ａ）の例は、火屋外体１０の外表面に墨や絵の具などの描画材１６を塗布するこ
とにより図形や文字を書いた例となっている。この例では「風雅」という文字を墨で書い
た例となっている。この状態で内部のキャンドル４０に火を灯すと、点光源であるキャン
ドルの光が火屋外体１０にあたって拡散され、火屋外体１０の全体が明るく光り、照明投
影面となるが、この際、描画材１６として墨がある部分はより一層明るく光り、墨が載っ
ている部分は墨に光の一部が吸収されて暗くなり、照明投影面上に濃淡が生じる。その結
果、全体として墨で描かれた字や模様が強調されて浮き上がって見えるような装飾的効果
が得られることとなる。
　言うまでもなく、字体に限らず、絵や図形などであっても良い。例えば、風景画、おと
ぎ話の一シーンを描いた絵などであっても良い。また、有彩色の絵の具でカラー画像を描
くことも可能である。
【００３９】
　図９（ｂ）の例は、火屋外体１０の壁面１５の一部に紙などを切って形どった貼り絵１
７を貼り付けた例である。貼り絵の形状や色は多種多様なものが可能である。図９（ｂ）
は一例として黒い紙で形どったお月見の形状となっている。その貼り絵を火屋外体１０の
壁面１５の一部に貼り付けている例である。
　この状態で内部のキャンドル４０に火を灯すと、点光源であるキャンドルの光が火屋外
体１０にあたって拡散され、火屋外体１０の全体が明るく光り、照明投影面となるが、こ
の際、貼り絵１７の部分は黒いため光を通さず周りが明るく見え、照明投影面上に濃淡が



(8) JP 3146719 U 2008.11.27

10

20

30

40

50

生じる。その結果、全体として貼り絵の輪郭が強調されて貼り絵のシルエットが浮き上が
って見えるような装飾的効果が得られることとなる。
【００４０】
　次に、図１０（ａ）の例は、火屋外体１０の壁面１５の一部を打ち抜いたり切り抜いた
りして模様を構成する描画孔１８を設けた例である。描画孔１８の形状は多種多様なもの
が可能である。図１０（ａ）の例では一例として花柄模様となっている。
　描画孔１８を設けた場合、キャンドル４０の光が描画孔１８から直接外界へ光が出るの
で描画孔１８がより一層明るく光り、その輪郭が強調されて浮き上がって見えるような装
飾的効果が得られることとなる。
【００４１】
　図１０（ｂ）の例は、筒状の紙材１９の一部を打ち抜いたり切り抜いたりして模様を構
成する描画孔１８を設け、その筒状の紙材１９を本考案の簡易組立型火屋１００ａの周り
に被せ置いた例である。筒状の紙材の大きさや高さや色など多様なものを用いることがで
き、また、描画孔１８の形状も多種多様なものが可能である。図１０（ｂ）の例でも一例
として花柄模様となっている。
　これら、描画材１６、貼り絵１７、描画孔１８により美しい装飾的効果を得ることがで
きる。
【００４２】
　以上、実施例２にかかる本考案の簡易組立型火屋１００ａによれば、紙製の火屋外体に
文字や絵柄などを墨や絵の具等の描画材１６で描いたり、貼り絵１７を貼り付けたり、描
画孔１８を施したりすることにより照明投影面上浮かび上がらせる装飾的効果を得ること
ができる。
【００４３】
　以上、本考案の簡易組立型火屋における好ましい実施例を図示して説明してきたが、本
考案の技術的範囲を逸脱することなく種々の変更が可能であることは理解されるであろう
。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本考案はキャンドルの火に対するカバーである火屋に対して広く適用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本考案の簡易組立型火屋の構成例を示す正面図、平面図、Ａ―Ａ断面をとった断
面図を模式的に示した図
【図２】火屋外体１０を取り出して示した図
【図３】火屋中体２０を取り出して示した図
【図４】火屋内体３０を取り出して示した図
【図５】プレート５０を取り出して示した図
【図６】本考案の簡易組立型火屋１００の各構成要素を組み立てる組み立て手順を模式的
に示した図
【図７】簡易組立型火屋１００の縦断面にて、火屋外体１０、火屋中体２０、火屋内体３
０の関係を模式的に示した図
【図８】簡易組立型火屋１００の縦断面にて、火屋内体３０の大きさと火屋中体２０の底
面開口２４との関係を模式的に示す図
【図９】実施例２にかかる簡易組立型火屋１００ａの構成例を示す図
【図１０】実施例２にかかる簡易組立型火屋１００ａの他の構成例を示す図
【符号の説明】
【００４６】
　１０　火屋外体
　１２　上面開口
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　１４　底面開口
　１５　側壁
　１６　描画材
　１７　貼り絵
　１８　描画孔
　２０　火屋中体
　２１ａ　上面板
　２１ｂ，２１ｃ　橋梁部分
　２２　上面開口
　２４　底面開口
　２５　側壁
　３０　火屋内体
　３２　上面開口
　３３　底面
　４０　キャンドル
　５０　プレート
　１００，１００ａ　簡易組立型火屋

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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